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有珠山

噴

火

羽田正夫･五十嵐昭明･成田英

吉･横

田節哉(北海道支所)

まえがき

1977年8月7目午前9時12分支笏洞爺国立公園内に

あって風光明媚な洞爺湖と昭和18年から20年にかけ

て誕生した昭和新山を眼下に見下す有珠山の小有珠付近

が突如として噴火しむくむくと真黒くあたかも原爆

を思わせるよう在キノ1コ雲を青空の中に噴き上げた.

噴煙は12,000mもの上空に舞上り西または北酉の風に

のって東麓の壮替町や伊達町におびただしい量の軽石

や火山灰を降らせ遠くは300良mも離れた目高地方の

浦河付近までも達している.さらに翌8目の午後の噴

火による火山灰は南ないし南西の風にのり8日夜か

ら9目の朝にかけて札幌旭川網走にまで達した.

第1図

1977年8月7同午前9時

12分有珠山噴火による

噴煙(北海道新聞社提供

9時30分撮影)

第3図有珠火山の新噴火口と亀裂左側が小有珠で黒く見えるのが第3火口

1火口である.第2火口は判然としないが第3火口の右下である.

は第4火口である.(北海道新聞社提供1977年8月13目撮影)

燃綴第4図8月7目13時31分の有珠山噴火

(鹿児島大学小林哲夫氏撮影)

手前カミ第

写真盾端�
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第5図有珠火山1977年8月7目～14同降灰分布図(北海道大学理学部

有珠火山観測地質グルｰプ原図を簡略化した)

実線:各フォｰルユニットの分布限界(約O.1㎝以上)

破線:全降灰積算堆積等厚線(単位はC皿)I～Wは新火口

月目1

��

8.6～8.7

��

��

8月14目までには10数回にわたる噴火がありその

後8月20日現在までは噴煙も止み小康状態と放ってい

るが相変らず数多くの局地的な火山性地震が発生して&g

いる.いつもなら観光客で賑わう洞爺湖温泉も今は

すっぽりと灰色の火山灰に包まれ街は再噴火あるいは

雨などによる二次災害の危険が去らないために今たお

避難命令が解除されず無人の街と化している.明鏡と

いわれた洞爺湖は火山灰で汚濁し周辺の緑の木々は

一面雪景色をみるように色あせいたるところで幹から

折れてさながら廃撞の感をただよわ世でいる.

地質調査所北海道支所では8月9目以来状況を把握&10

するために数回にわたって現地におもむき降灰状態

などの調査を行なった.

8.10～11

祖おこの噴火は気象庁によって“1977年有珠火&12

山噴火"と名づけられた.

今回の噴火について8月20目までの経過過去の噴

火の歴史や活動の特徴われわれの調査の概要などにつ

��

いて述べる.

�

有珠火山活動の経過

洞爺湖温泉では8月6･7目に恒例となっている昭

和新山火祭りが予定され多数の観光客や見物客が現地

を訪れていた.室蘭気象台では第1表でみられるよ

うに6目午前3時半から11時にかけて洞爺湖周辺で

約150回にわたる群発地震を観測した.昭和新山誕生

以来の多発ということで地質･地震関係の床援を求め

第1表1977有珠火山噴火の経過
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地震噴火

地震151回有感地震25回

〃397〃

〃698〃

〃1672〃

大噴火小有珠5含冒

火口(I)火口直径i00m

噴煙12,000m上昇

小休止

小噴火

〃

休止

小噴火

〃

大噴火小有珠東南

人1コ(■)火口直径約100

m噴煙10,000加以上

約1時間半継続

小休止

噴火

大噴火小有珠東

火口(皿)真赤な火柱100m

��ね

噴火

�

大噴火小有珠北東750m

火口(IV)噴煙9,OOO皿

以上

小休止

小噴火火口(w)側激

しい噴煙

休止

地震1657回

''35〃

''69〃

〃86〃

有感地震83回

中噴火噴煙2,OOOm以

上上昇

〃

休止

備'考

地震計ストッブ

稲妻鳴動

火山灰:壮瞥長

和(10㎝十)を中

心に室蘭を覆って

目高支庁まで降灰

石英安山岩質火山

礫火山灰

石英安山岩質火山

礫(30～35㎝)

火山灰:洞爺湖温

泉町(30㎝)洞爺村

倶如安(約10㎝)

札幌(約5工nm)

旭川目高を越乏

てオホｰツク海岸

網走北見知床

まで降灰

洞爺湖温泉(10㎝

以上)

火山礫火山灰:

長和関内(10㎝)

噴煙枚し

洞爺湖温泉街に降

灰(0.5～1.O㎝)

火口原内亀裂

壮替町に降灰

〃

噴煙なし

18日現在まで火山

灰降卒量10x8ms

厚さ.火口源1～

2m洞爺湖温泉

地区30㎝以上(火

山礫最大1m)虻

里町月浦10～15㎝

洞爺村20～40㎝

壮瞥長和関内

志門気10～20c皿

顯震は続いている

が頻度は減少し

ている.震源は

地下1～1.5㎞とな

っている.�
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1区分〕1降灰量)o

囮微量1ミリ未満O

囮1ミ/～1ミ/

目1ミ/～lOセンチ

匿嚢ヨlOセンチ～30センチ

鰯覇麗覇30センチ域｣ヒ

℀

oρ

第6図

北海道各地の降灰量(北

海道断闇8月10目付記

事による)

十

洞爺湖

4畷∴

二11二

鴫緒､｡瞥

{磁山/

船1㌧､.蚊/最

有珠上長和

流

田

川

るなど観測体制強化を進めていた.昭和新山火祭りは

時おり起こる有感地震に多少の不安を感じながらも数

万人の見物客を集めて予定通り行なわれた.さらに7

同朝9時までに地震の回数は急速に増えて1,672回を

数えた.､

最初の噴火は小有珠5合目銀沼北側の火口I(第

1図第2図第3図第4図第5図)で起こり噴

煙は12,000m上昇し火山礫を伴う降灰カミ行なわれた.

火山灰は約10mの北西の風に運ばれ壮督･伊達･虻田

町一帯を覆い遠く目高支庁管内までも達している.

とくに有珠山東麓にある長和･関内両地区では15cm以

上も堆積し農作物に壊滅的な被害を与えた･降灰量

の多い地域では国鉄胆振線が運休し国道･遣々粗と

が交通止めとなった･

爆発当時現場から100mほど離れた有珠山山腹の伊

達市営牧場にいた管理人ほか2人は噴火に遭遇したが

無事に脱出した.また9時半すぎには昭和新山ふ

もとの住民洞爺湖温泉宿泊者に避難命令が出された･

8目は午後1時半過ぎから噴火が始まり15時30分に

大噴火が起きた.この噴火は新しい火口1Iで起こり

噴煙は10,000m以上の高さまで上昇した･噴出した火

山灰は風向きが南東に変ったために洞爺湖温泉を直撃

し直径3.5～5cmの軽石とともにセメント様の火山灰

が降り注いだ.この降灰によって街並の緑はすべて

灰色に変り湖水は灰色に汚濁した.さらにこの火山

灰は札幌旭川をはじめ遠くオホｰツク海岸にまで到

達した.札幌では8目の午後6時半頃から1時間半

近く雨まじりの灰が降り続き視界がきかたくなり道

行く車もノロノロ運転の状態となった.

ついで当目23時40分に再び小有珠山頂東側近くの火

口皿で大噴火が起こり午前0時14分に約100m0時

28分に500mの真赤放火柱が観測された｡この降灰と

噴

火

第7図湾

有珠火山の配列

(伊達町の地質二km

1970による)

＼…

みられるものは翌9日朝札幌市内で再びみられた.

8月9目も早朝から小畦火をくり返し11時25分に大

規模の噴火が起こった.この噴火は小有珠北東約750

m付近の火口1Vで起こり7目の噴火以来最大級のもの

といわれており噴煙は9,000mの高さまで上昇した.

火山礫を含む石英安山岩質火山灰の降灰は北西の風に

のって壮督登別方面へ広域的に広がった.数次に

わたる降灰を受けさらに雨で固まりモノレタル状に荏っ

た火山灰によって成熟期･開花期に入った農作物の収

獲は皆無となった.スイｰトコｰンの茎は折れ小豆

･馬鈴薯･ビｰトなどは水分を含んだ火山灰の重さに

堪えかね押しつぶされて無残底姿をさらしている.

8月10目に報道機関が上空から撮影した写真によると

7目から9目までの活動によって4個の火口が確認され

た(第3図第5図).また9日現在の北海道各地の降

灰量は第6図に示した.

一方地震活動は9目の噴火のあと頻度が多くなり

10目午前0目寺から22時まで実に!,657回の地震を記録

した.8月12日朝8時12分の噴火は小規模で噴煙

は2,000m程度であった.

8月13目22時30分の噴火は火口IIで起こり東北東方

向に降灰がみられた.

有珠火山の生いたち

有珠火山は洞爺カノレデラの南縁にあって有珠外輪山

溶岩円頂丘および潜在円頂丘をもつ典型的な二重式火山

である.外輪山の基底は直径が約6km一頂上に直

径1.6×1.8たmの円形の火口が存在しその中に大有�
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策8図

有珠火山の地質図

珠と小有珠の中央火口円頂丘がある.山麓部には溶

岩円頂丘の昭和新山潜在円頂丘の金毘羅山その他があ

りほぼ同一円上に配列している(第7図).

.洞爺カルデラは洪積世末期から長期間にわたり軽石

流を噴出した結果陥没した半いわれている.陥没後

カノレデラ中央に安山岩質溶岩円頂丘の中島が生成しこ

の時期にカルデラ南壁では有珠火山が誕生している.

有珠火山は沖積世に入り活動が活発化し最初はか

んらん石玄武岩からピジョン輝石安山岩までの溶岩と

スコリアなどが互層する成層火山として生長していた.

しかし約7,000～8,000年前に頂上部で激しい爆発が

起こり“善光寺泥流"と称される噴出物が流出して

ひろい火口をもつ外輪山となった.長い休止期の後

約600年位前から再び活動し1663年には激しい爆発と

ともに大量の流紋岩質軽石を拠出している.その後

石英安山岩質マグマを噴出するが非常に粘性に富む性

質から山麓に流出することなく昭和新山などの溶岩

円頂丘および潜在円頂丘を形成している.

有珠火山地域の地質図および形成吏は第8区および

第2表のとおりである.また代表的な火山灰の分布

'(北海道防災会議1973｢有珠山｣の地質図を一部簡略化した)

は第9図に示している.

有珠火山の噴火史

1663年(寛文3年)旧暦7月11目から地震が始まり

17目に噴火大量の火山灰を地出し活動は7月末まで

続いた･この噴火による噴出物はUs-b降下軽石およ

びU･一b､一｡火山灰である.一般的にはこの時期に小

有珠円頂丘カミ形成されたと考えられている.

1769年(明和5年)この噴火に関する記録は少なく

活動期間は不明であるが噴火の数目前に地震があり

洞爺湖水面の低下が記載されている.この噴出物は

洞爺湖

･牧

暎

湾太平洋

㈵�

キ

○門別

10｡皿

0ユ020㎞

第9図Us-b降下軽石の分布(大場･近堂1964による)�



一24一

銭2表有珠火山の形成吏

時

代

洪

積

世

地質層序および有珠火山噴出物

有

珠

火

末

活

溶岩

円頂丘溶岩(昭和新山)

円頂丘溶岩(大有珠)

円頭丘溶湯(小有珠)

火山砕屑物

火山灰US･Ia

火山灰US･IIa

立岩熱雲堆積物

火山灰US･IIIa

'文蔵黙嚢擁積砺一

火山灰Us･IVa

火山灰Us-V別

火山灰Us-b

�

�

㌀

�

�

�

降下軽石Us･bp

休止期

外

輪

山

形

成

期

ピジョン輝石安111着

↑

I-wタイプ溶岩漸移

カ･んらん｡石玄武砦

善光寺泥流堆積物

スコリア

ドンコロ山岩津丘

堆積物

若生礫層･ロｰム層

洞爺カルデラ噴出物(軽石流堆積物)

火山活動の年代その他

昭和18-20年(1943-45)

明治･･年(･･1･)駿鵜

嘉永6牢(1853)

文政5年(1822)

明和5年(1769)

寛文5年(1663)

580±80年前

潜

在

円

頂

丘

若生貝塚2,860±95年前

有珠外輪山形成

有珠本体火山(成層火山)

の形成

1館山ロｰム･････…年前

(r札幌の自然を歩く｣王977によるが一部修正加筆)

地震が多発し25目に有珠山北舞の金毘羅山

で最初の爆裂火口が生じその後火口は西

北酉一東南東の線上に40数個も形成されてい

る.ほとんどが水蒸気爆発であるが小規

模の泥流が湖畔方向に流れている.この噴

火による火山灰の地出は微量でありUS-IIa

に相当する.

1943年～1945年(昭和18～20年)一昭和新山一

この活動で屋根山の隆起とともに溶岩円頂丘

が生成し昭和新山の誕生となった.活動

の模様は当時壮督郵便局長であった三松正

夫氏によって刻明に記録されいわゆる“三

松ダイヤグラム"として貴重な資料とな

っている.

活動はつぎの3期にわけられている.

1)先噴火期…地震開始～爆発前

(1943年12月28目～1944年6月22目).

地震は12月31肩頃まで1目200回発生し

ている.3月から4月にかけて1目

の平均隆起重は30c㎜であった.

Us･Vaに相当する.

上部埋木

2)爆発期…最初の爆発～最後の爆発

ユ3,900±250年前

16,400±300年揃(1944年6月23目～!0月31目).6月23

中部軽石流堆積物中の炭化目に水蒸気爆発50×35mの新火口から

木片

>30,444岩塊を掘出し泥流を流している.7

月から8月にかけて1目隆起重最大2

皿平均隆起重15～20cm一以上となり

地震は平均1目500回最大1,000回も観測された.

火山灰はUS･Iaである.

1822年(文政5年)一文政熱璽一この活動は文

政5年閨正月16目から2月9目まで続き地震は噴火の

3目前から発生している.正月16目に噴火し熱雲が

南麓を流下して死者50人負傷者53人死馬1,437頭

の被害が生じた.火山灰はUsWaであり熱雲堆積

物は“文政泥流"と称されている.

3)溶岩円頂丘生成期…出現～完成(1944年11

月1目～1945年9月).10月31目で爆発は終り11

月中旬から溶岩丘の上昇があった.1945年9月に

は海抜406.9mの高度で成長が止るとともに地震

も糸冬鳥した.

1853年(簸永6年)一立岩熱雲一旧暦3月5目

から地震が発生し3月15目に有珠元山の北東部で爆発

が起き活動は7月末まで続いた.この噴火でUs皿Ia

に相当する火山灰を拠出し東方に熱雲“立岩泥流"を

流している.この活動で大有珠が誕生したと考えら

れている.

側O年(明治43年)一明治新山一7月19目から

調査のあらまし

噴火の翌々目の8月9目13目および17～18目の3回

にわたり火山灰試料の採取を主にした調査をおこなった.

3回にわたる地質調査のあらましをのべる.調査コｰ

スを第10図に示す.

8月9日昨夜来の雨は朝になっても狂お強く

降りつづいている.昨夜6時30分頃小雨とともに�
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札幌市に降った火山灰は朝までの雨で少し洗われたよ

うである.

8時45分ジｰプを庁舎前庭に停車させ昨日から今

朝まで何度か連絡をとってきた北海道大学理学部の大沼

晃助さんに電話する.噴火の前日から現地入りをされ

た勝井教授と現地でお会いしたいと考えてのことであっ

たが今朝8時過ぎから現地との連絡はつかなくなった

とのこと丁度この頃洞爺湖温泉の住民に避難命令が

出されており現地が大混乱していたことを後で知った.

出発しようとジｰプを見ると窓ガラスは朝から蒋び降

り始めた火山灰で汚れ水でガラスを洗うほどであった.

出発して2時間喜茂別で給油していると逃げるよ

うに疾走してきた乗用車があった.フロントガラスを

除いて他は2～3c㎜の灰をびっしり冠っている.洞

爺から来たのだという.喜茂別から第1回の噴火で最

も厚い降灰カミあったという伊達市酉関内をめざし国鉄

胆振線沿いに進む.2カ所に検間所があり一般車輌

は通行が禁止されている.

午後2時30分頃壮督町立香に到着してしぱらく雨

雲に覆われた有珠山を眺めているとわずかに青空が見

え始めやがて雨雲と思っていたものの大部分が噴煙で

あることがわかる.うすい灰色の霧様のものがわれ

われの前方300mほどのところをゆっくり横切ってい

く雪が降っているようである.風向きが変わると

われわれのところにも粉状の火山灰が降ってくる･

噴煙がおさまったの､先程火山灰が降っていた酉関

内に向かった.舗装道路上には火山灰軽石カミ堆積し

(第11図)付近の農家のトラックがスリップしている.

道路両側のスイｰトコｰンは幹が根元から折れ全減

の状態である(第12図).樹木の枝も折れるなど被害は

想像をはるかにこえている.見渡すかぎりの荒涼たる

留寿都町

質気別山

舳

∫

､＼

しんおおたき

ダ

■〃

㌔

､

､“へ

山

､きたゆざわ

､､

､､

け

緊

山

くほない'''､ばんけい

8月9臼調査ルｰト

孔一一8月13日8月1卜18日

調査ルｰト

×柱状位置

〵�

』占㎞

第10図調査ルｰトおよび柱状位置図

灰色の世界に圧倒されて3人とも言葉もなく西関内に

ついた.

気をとり直して舗装道路の横に降下堆積した火山灰を

スコップで切割って柱状をとった.第13図に示したよ

うに層厚は15.5cmあった.試料をとっているところ

に農家の御主人がやって来て8月7目と9目の火山灰

の境界を教えてくれた.初めに軽石が降り細かい灰

で終るという.また8月7目の降灰はブルドｰザｰで

除去したので舗装道路上にあるのは今日の午後に降っ

第11図伊達市酉閣内の道路上の火山灰(1977年8月9目午後の降灰)

第12図伊達市酉関内のスイｰトコｰンの被害状況�
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8月9日

午前10時49分

噴火

､

8月71｣

午前9時ユ2分

噴火

㎜

�　

�　

�

ε則ゴ

｡(つ｡ω

巾ビ

8.9汽

佯�

灰白色細粒

火山砂

白色軽石

/叢篤㎜

暗灰色火山砂

(平均粒径O.5㎜)

灰白色軽石

(平均粒径1,5㎜)

暗灰褐色軽石

(平均粒径2.5㎜)

白色軽石

/蓑篤1㎜

第13図

伊達市西関内地区

火山灰柱状図

たものであると聞いた.われわれが数km離れた立春

でみた降灰である.軽石降下後細粒の火山灰カミゆ

っくり時間をかけて堆積するさまがよく理解できた.

試料採取を終り再び有珠山をみたとき大有珠の左

側に灰色の噴煙が立昇るのがみえた.時刻は午後4時

2分であった.

8月13日この調査は筆者らの1人五十嵐がおこ

狂った.朝9時墳留寿都町三ノ原に至る.このあ

たりから降灰が目につく.国道230号の舗装道路はや

がて対向車のたびに濠々たる火山灰で窓を開けていられ

なくなる.洞爺村入口手前の大原ではビｰト畑が全減

の被害をうけていた.

カルデラ壁の道路を下るあたりは報道機関の基地と化

し大型テレビカメラカミ有珠山を向いて据付けられてい

る.湖畔の洞爺村市街地の降灰も厚く堆積している.

この降灰は洞爺湖温泉と同じく8目の2度の噴火によ

ってもたらされた.洞爺湖の北縁向洞爺付近の湖面に

は粒径2～5cmの灰色の軽石がびっしり避難した遊

覧船も動きがとれないようである.旭満月浦を経て

じよかい

洞爺湖温泉町に達する.湖畔沿いの道路は降灰作業が

進んでいるが道路沿いの樹木はモルタルをまぶしたよ

うに火山灰がこびりつき枝が折れたり幹が曲る狂と

目をそむけたくなるよう粗惨状である.とくにクリ

クルミカラマツが著しい被害をうけているようである

(第14図).

洞爺湖温泉に入るまでに検問は3度あった.､交番で

通行証をもらう.9目の検問はパトカｰであったが

今日は若い機動隊員が応援に来ているようである｡

温泉街は人影がとだえ道路は降灰されているがホ

テルの庭などには火山灰が堆積していて脱出できなか

った乗用車が取残されている(第15図第16図).まさ

に廃壊の感がする､何度か泊まったことのある国公共

済組合の翠明荘も5～7cm大の軽石で前庭は埋められて

いた.ここで軽石を採取しているとパトカｰが停車

しばらく観察されたようである.ジｰプをおりて写真

をとっていると強い地震を感じた.ジ｣プがガタガタ

揺れる.

ユ0分間に4回の強い地震を感じた.運転中には全く

気付かなかったがこんな状態の中で生活している地元

の人達を思うと胸が痛む.帰途再び壮督町立香で試

料採取をしていると野狐が傍までやって来た.

2mほど手前に寄って来て動こうとしたい.2分ほ

第14図'虻田町月浦のカラマツの被害状況この付近のクリクル

ミも大きい被害をうけている

第15図人影のとだえた洞爺湖温巣荷主要道路は降灰作業がおこなわれた�
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どしてゆっくり豆畑の中に消えていった.降灰のた

め餌に不自由をしていたのか人懐っこい風情が印象的

であった.

8月1て～18日8月下旬に予定している地質調査予

察に五十嵐はまた現地に入った.洞爺湖の見おろせ

るカルデラ壁に立つと13目には湖の北側に集まってい

た軽石は向洞爺から中島付近にかけていくつかのグ

ルｰプに分散し風のまにまに漂っている感じである.

洞爺湖畔の月浦小学校では火山灰が除去されておらず

校庭は10cmの火山灰軽石で埋められていた(第17図).

洞爺湖温泉町で13日に交付された通行証を更新し温

泉町では最も高い位置にあたる簡易保険保養センタｰの

前庭にいってみた.芝生をうめて5～10cm大の軽石

が散乱している･これらの軽石は発泡の悪い灰色軽石

が主で形は角ばっているのが特徴である.近い位置に

ある数個の軽石を組合せるとぴったりと合わさってい

く.落下した場所で割れたことは確実であるが落下

の衝撃だけで割れるのであろうか他にも原因があるの

であろう･芝生の降下軽石の上に20cmほどの石英安

山岩質の角礫がみつかった.芝生はほとんどめり込ん

でいない･軽石でも芝生は1cmほど凹んでいるのに

そっと置いたようだ感じである.明目さらに調べるこ

とにする.

昭和新山駐車場付近の降灰はきわめて薄かった.こ

こでは間断なく地震がつづいている.ロｰプウエイ山

頂駅のやや右側に垂直に赤焼けた地肌が帯状にみえガラ

ガラと岩石の落下する音がきこえる.この現象は隆起

活動によるものなのか地震によるものなのか無人の

第16図洞爺協会病院駐車場に置去られた乗用車

みやげ物店街にたたずむと遠くにきこえるガラガラと

いう音が不気味にひびいて来る.

夕刻7時過ぎに夕食を終えられた北海道大学の勝井教

授をはじ｡め北大理学部有珠火山観測地質グルｰブの人達

を宿舎におたずねした.勝井教授と新井田清信さんは

8目の晩翠明荘に泊っておられ夜11時過ぎの噴火を

宿から1丁稚離れた路上で観測しておられたそうである.

バラバラと軽石が降?て来て宿に戻られたが時すでに遅

く新井田さんのマ千孝一は窓ガラスが割られ屋根も軽

石で凹んでいたとりヒとである･軽石をさけるにはダ

ンボｰルが意外に効果があったそうである咀ここで大

変興味あるお語しξ伺った.落下した軽石は暖かく

掌にのせると転カミしセい匁ければなら恋㌧･程であったが

やがて小さた音とともに割れ始めたとgことであった･

収縮による割れで雨が降っていた≒とは収縮を促進し

たということであった.私カ流に考えた落下による衝

撃は主原因では粗かった.ところで割れた軽石の中心

部を赤外放射温度計で測定したところ高い温度を示し

ていたとのことであり軽石は落下の時点でなお熱をも

っていたことがわかった.この目現地で勝井教授が

発表された降灰分布図(第5図)を頂き檜舎を辞去し

た.

翌18目北大地質グルｰプの人達と筆者が昨日みた簡

易保険保養センタｰの火山弾(?)らしいものを見るこ

とにした.7～8人で広い前庭を探すと他にも同様

のものカミ2,3兄つかり結論としてもともと庭にあ

ったものを軽石降下役誰れかが動かしたのではないか

ということになった.探しているうちに軽石の落下に

よって出来たと思われる凹みが幾つかみつかった.こ

のうちの一部は凹みの中の芝生が真黒に焦げており昨

第17図虻閏町月浦小学校の降灰(校庭には10o皿の軽石･火1!仮が堆積している)�
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第18図洞爺簡易保険保養センタｰの軽石落下地点(凹んでいる部分

の芝生は黒く焦げている)

夜のお語を思い出した.第18図に示したものはこの

1つで凹みの径は14cmであった.

このあと厚い降灰のみられる洞爺湖温泉町南西方の沢

沿いの団地(浄水場の沢)に向った.ここでは2度の

噴火による8目の降灰は50cmに達していた(第19図).

団地の南東側の山腹には厚い降灰がみられた(第20図).

このとき雲に覆われた小有珠のあたりから盛んに水蒸気

が昇り始めた.一同急いで次の調査地点の月浦に直

行した.しかし着いた頃には勢いは弱まりかつ雲の

ため写真を撮ることもできなかった.三度の調査の間

噴火の素晴しい写真を自分で撮ることはできなかったカミ

甚大な被害を考えたときそれは大変よかったのだと思

い荏がら帰途についた.

過去300年の噴火史から有珠山の活動は山頂部と

北麓ないし東麓で集中的に起こり火山灰や岩塊の掘出

とともに溶岩円頂丘や潜在円頂丘を生成している.現

在までの研究では第7図で示されるように円頂丘の配.

列状態･火山活動の経過から同心円状の構造線や大

有珠小有珠を結ぶ構造線(弱線)が推定されている.

有珠火山はきわめて粘性に富む石英安山岩質マグマ

が地表近くに貫入して屋根山を作るかまたは突出し

て溶岩円頂丘となる火山活動の傾向が強い.しかし

火道が閉塞されると山体の爆発や熱雲の流出などの危

険性も考えられる.

有珠火山の噴火の前には例外なく局地的な火山性地

震が頻発している.過去の記録で地震は異例に長い

昭和新山(6ヶ月)を除いて一般に噴火の前3～10日

間に集中している.顕著な地震の頻発は粘性の強い

珪長質マグマがガス圧の高くなった状態で上昇する際

に引き起こすものと考えられる.今回の地震は噴火

前1目と非常に短いものであった.

あとがき

有珠火山の噴火は8月14目以降噴煙も止み小康状態

を保っているがこれまでの一連の噴火によって農産

物海産物牧畜林業あるいは建築物など各方面で大

き放被害を受けている.被害状況は調査が進むにつ

れて大きく広がり第3表に示されるように300億近い

被害額となっている.しかし直接的な人身上の被害

がほとんど無かったことは不幸申の幸である.災害対

有珠火山の活動の特徴

有珠火山は次に述べる2,3の特徴があり今後の

動きを予測するうえで参考となる.

第19図洞爺湖温泉浄水場の沢団地の降下軽石(8月8目瞭閏物)第20図

洞爺湖温泉浄水場の涙

右岸山腹にみられる降灰�
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策本部の避難命令によって危険地域に住む7,700人が第3表有珠山噴火による被害(8月18目勇往)(被害額単位千円)

避難し一部は親類縁者を頼って移動したがなお残留【遣･市町村関係】

している人達は不安な日々を送っている.住家9棟16

有珠火山の活動は噴火の現象が見られ狂いだけで農業

農地7,863hσ3,043,OOO

地震は今なお群発している.有珠火口原内では多数の農作物16310h旺&494668

亀裂が生じ･隆起活動カミ始まるのではないかとも考えら果樹48h口12,㎝

れており泥流による二次災害のおそれとともに充分営農施設151カ所62似216

小計12,169,884

な警戒が必要である.土木

湖沼ユカ所130,000

(謝辞)稿を終るにあたって噴火の貴重な写真を提供し河川16ヵ所38･050

ていただいた北海道新聞社鹿児島大学の小林哲夫氏および遠路255路線212･614

地震その他に関する情報をいただいた札幌管区気象台北海道小計380'664

開拓記念館の赤松守雄氏に感謝の意を表します.また現地林業

での観測による貴重な調査資料を提供していただき降灰分布山地保全林'保安林787h皿5･278･600

人工林･天然林2,803hα374,220

図の掲載を許可されさらに種々御教示をいただいた北海道大

種苗1,153千本16,980

学理学部の勝井義雄教授をはじめとする同大有珠火山観測地質

小計5,669,800

グノレｰプの諸氏に深く感謝いたします.さらに地質調査所北

水産

海道支所長をはじめ支所の職員各位から情報収集室内作

ヒメマス50,253匹1,075

葉などで多大の協力をいただいた.

ホタテ稚貝17,380万粒312,840

(昭和52年8月20日記)小計31乱915

その他

引用文献衛生施設5カ所107,O02

地学団体研究会(1977):札幌の自然を歩くP.86～99.社会橿祉施設1ヵ所12,㎝

北海道防災会議(1973):北海道における火山に関する研究報公園施設9ヵ所18,400

告書第3編有珠山254P.市街宅地降灰241,500立方米297,㎝

石川俊夫(1958):昭和新山同本地質学会見学旅行案内書商工観光施設11213カ所脇500

22P.文教施設40カ所36･133

公安施設4カ所267

大場与志男･近藤祐弘(1964):有珠火山の降下軽石堆積物に

合計19,478,581

ついて火山第2葉9P,75～86.

【国公共機関〕

鈴木守･松井公平･東三郎･大場与志男(1970):伊達町開発局

の地質69P･伊達町･国道3路線160,900

営林局

I■一1■I､榊｡■1111111■.榊'1,1■I11-11舳一■1■11I■一･.榊一一1■I,l11一榊一■11Il■一1一舳1■IIl-111㈹一一I■11111一榊一11人]二林･天然林5,300比2,650,000

種苗290,000本20,000

追記今回の噴出物はアルカリ性であって農作物に治山145基軸27軌000

林道厚生施殺1棟10,O00

影響があろうと報道されたので8月9目伊達市関内で採集し

小計5,950,000

た噴出物を水につけそのPH測定を行荏った･電気通信局

第4表にみられるようにPH値は目カミたつにつれて中性にケｰブルなど設備･施設795ヵ所130,㎜

近くなっている.妙なことには上位互層と下位2層の試料国鉄

とで水に浸した直後の値が明らかに異なり後者はよりアル軌道整備･降灰除去39{,OOO

カリ性でしかも.その値は4日後でも変化がない.そこで水を北電

換えてみると一般にアルカリ度が急上昇している.これは断線その他77･㎝

ある程度水につかるとアルカリ性物質カミ溶け出し易くなること小計6･711･OOO

を示すものであろう.したカミって下位の試料のPH値は8総計2a18乱581

月8日夜の降雨の影響と考えられよう.(毎目新聞8月19目の記事による)

第4表面関内地区火山灰のpH測定値

二

第14図火山灰柱状
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北海道実所横困節哉測定
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使用機器:目立一堀揚F-5形pHメｰタｰ�


